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平成 26 年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績値との差異、 

通期連結業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 25 年５月 10 日に公表しました平成 26 年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と本日公表の実

績値との差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、最近の業績動向等を踏まえ、平成 25 年５月 10 日に公表しました平成 26 年３月期通期の連結業績予

想及び配当予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成 26 年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想と実績値との差異 

（平成 25 年４月１日～平成 25 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

前回発表予想 （A） 

百万円 

5,000 

百万円

80

百万円

△ 110

百万円 

△ 50 

円 銭

△ 3.02

実績値 （B） 5,272 176 209 358 21.53

増減額 （Ｂ－A） 272 96 319 408 

増減率 （％） 5.5 120.9 － － 
（ご参考） 

（平成 25 年３月期第２四半期） 
4,094 △ 121 △ 129 △ 76 △ 4.61

 

２．平成 26 年３月期通期連結業績予想の修正 

（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 3１日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想 （A） 

百万円 

13,000 

百万円

550

百万円

550

百万円 

400 

円 銭

24.17

今回修正予想 （B） 12,900 630 650 820 49.24

増減額 （Ｂ－A） △ 100 80 100 420 

増減率 （％） △ 0.8 14.5 18.2 105.0 
（ご参考） 

（平成 25 年３月期） 
11,139 351 431 443 26.82

 

３．配当予想の修正 

 

年間配当金 
 

第 1 四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 

前回発表予想 

円 銭 

－ 

円 銭

－

円 銭

－

円 銭 

8.00 

円 銭

8.00

今回修正予想 － － － 10.00 10.00

当期実績 － 0.00  

前年実績 
（平成 25 年３月期） 

－ 0.00 － 8.00 8.00



 

４．差異及び修正の理由 

当第２四半期累計期間における売上高は、前回公表いたしました連結業績予想値に比べ、下期設置予定

の製造装置（中国）が上期に前倒しとなるなど、予想を上回り 5,272 百万円となりました。 

利益につきましては、当該売上高の増加及びグループ会社で推進している収益構造改革の効果により営

業利益は 176 百万円、経常利益は 319 百万円予想を上回り 209 百万円となりました。また、遊休資産の売却

を行ったことにより四半期純利益も 408 百万円予想を上回りました。 

 

通期の連結業績予想における売上高は概ね前回予想どおりとなるほぼ見込みであります。 

利益につきましては、営業利益 80 百万円増（14.5％増）の 630 百万円、経常利益は 100 百万円増（18.2％

増）の 650 百万円となる見込みであります。 

また、当期純利益につきましても、経常利益 100 百万円の増加、遊休資産の売却による特別利益 128 百万

円の計上及び税効果の影響による税金費用の減少などから 420 百万円増加の 820 百万円となる前回予想を

上回る見込となりました。 

 

 なお、平成 26 年３月期の期末配当金につきましては、１株当たり８円の予想としていましたが、前述の通期

業績予想の修正、業績は概ね順調に推移しており、財政状況を総合的に勘案した結果、株主の皆様のご支

援にお応えするため、期末配当予想を前回予想から１株当たり２円増配の 10 円の予想とさせていただきま

す。 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記載は、発表日現在において入手可能な情報に

基づき作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合がありま

す。 

 

以 上 
 


